
◆ 科目名 地域・在宅看護論Ⅴ 単位数（２）・科目時間数（４５）時間 

単元名 病気をもちながら地域で暮らす人々 

   の医療処置と看護 単元時間 ４５ H 
開講時期２０２４年７月予定 講師名 鳥居 貴子 

【科目目標】 

１．地域で暮らす人々の病期に応じた看護が理解できる。 

２．地域で暮らす人々の状態・状況に応じた看護の基礎と特徴的な疾患がある療養者および家族へ

の看護の方法が理解できる。 

３．暮らしの場で医療管理を必要とする人々が自己管理できる支援の方法が理解できる。 

４．暮らしの場で医療管理を必要とする人々が自立した生活、日常生活動作の拡大を図るための 

支援の方法が理解できる。 

 

 【授業内容】  

 １．地域で暮らす人々の病期に応じた看護および介入時期と看護の継続性 

１）治療の場から移行期 

２）在宅療養の安定期 

３）在宅リハビリテーション期 

４）急性増悪期 

５）終末期（看取りの援助も含む） 

６）グリーフケア 

７）継続看護の意義と方法 

 

２．暮らしの場で行われる治療と看護（事例や演習を通して学習する） 

１）褥瘡予防・褥瘡処置  ＊ 

２）栄養状態改善のケア（胃瘻、経管・経腸栄養法） 

３）在宅中心静脈栄養法（ポートの管理） 

４）膀胱留置カテーテル  ＊ 

５）在宅人工呼吸療法 

６）非侵襲的陽圧換気療法 

７）在宅酸素療法（HOT） 

８）疼痛緩和 

９）服薬状況の把握と管理 

 

 

 

 【評価方法】 

 筆記試験またはレポート 

 

 

教科書・参考書等 

系統看護学講座 地域・在宅看護の基盤 地域・在宅看護論 ① 医学書院 

系統看護学講座 地域・在宅看護の実践 地域・在宅看護論 ② 医学書院 


